
[様式１]

令和３年度　部局経営方針

部局名（課名） 教育委員会 部局長名 小林　英明

【総合計画・基本目標】
　01-01　生きる力を育む教育の推進
　　〇幼児教育と小学校教育の円滑な接続を充実させるため、スタートカリキュラムの活用を図るとともに、幼保小中連絡協議会の実施などを通して、
　　　幼稚園・保育所・認定こども園・小学校の連携を強化します。
　　〇学ぶ意欲や学力の向上を図りながら、小・中学校教育の充実を図るため、キャリア教育、小中一貫教育、コミュニティ・スクールの三位一体の教育や、
　　　外国語教育等の取組を推進します。
　　〇GIGAスクール構想に基づき整備したタブレットなどの学校ICT環境を積極的に活用するとともに、教員のＩＣＴ活用指導力の向上を図りながら、
　　　児童生徒の情報活用能力の育成と学校事務の効率化に努めます。
　　〇特別支援教育の充実を図るため、児童生徒の特性を踏まえた支援の在り方を話し合うケース会議の充実や関係機関との連携強化に努めます。

特別会計 0

職　員　数　　　　　　　（人） 当初予算額　　　　　　　　（千円） 令和３年度中に策定予定の計画　　（根拠法令等）

前年度繰越額（千円）

会 計 年 度
任 用 職 員

85
一般会計

再任用職員 9

任 期 付 職
【基本姿勢】
　教育委員会は、「第2次日向市総合計画・後期基本計画」（令和3年度～6年度）に掲げる将来像「海・山・人がつながり　笑顔で暮らせる元気なまち」の実
現に向け、「ふるさとを愛し心豊かな人が育つ、個性が尊重されるまち」を目指し、各施策に取り組みます。

　快適な環境の中で互いに学び合い、それぞれの個性を伸ばし、自分で考えて行動できる「生きる力」　を身に付けた子どもの育成を目指します。
　地域社会が一体となって子どもを守り育むことで、郷土の文化や資源に誇りを感じ、ふるさとを愛する人材の育成を目指します。
　人権が尊重され、互いに認め合い、それぞれの個性を生かしながら幸せに暮らせる社会の実現を目指します。

【総合計画・基本理念】
　（１）人権尊重
　　　○一人ひとりが尊重され、誰もが自由に個性と能力を発揮し、平和を尊ぶ心を育む教育を推進します。
　（２）市民協働
　　　○学校、家庭、地域が連携しながら、ふるさと日向市を愛し、心豊かな人材の育成を目指します。
　（３）地域力活用
　　　○学校、家庭、地域が連携しながら子どもを守り育むことで、社会に貢献する人材を育みます。

36,986
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特別会計 0



【総合計画・基本目標】
  01-02  魅力ある教育体制や環境の充実
　　〇問題や悩みを抱える児童生徒の相談支援体制の充実のため、学校や関係機関と情報を共有しながら、いじめや不登校、虐待の防止に努めます。
　　〇児童生徒の健康づくり推進のため、食育や健診の実施並びに健診後の指導に取り組みます。
　　○安全安心な教育環境の充実を図るため、学校施設の耐震化や環境に配慮した学校設備の改修及び適正な維持補修に努めます。
　　〇国の法令や衛生基準に基づき、適切な施設管理に努め、安全安心な学校給食を提供します。
　　〇食物アレルギーがある児童生徒については、家庭や学校と情報共有を図りながら、安全安心なアレルギー対応給食の提供に努めます。
　　〇給食費の徴収、管理の効率化を図るため、学校給食費の公会計化に取り組みます。
　
　01-03　地域が一体となった青少年の育成
　　 ○地域全体で子どもを守り育てる事業に積極的に取り組むとともに、子どもたちが地域に誇りを持てるような取組を推進していきます。
　　 〇中学生が自らの夢に向かって様々な課題にチャレンジする取組の支援や、市内の文化施設等を活用した体験学習の実施により、
　　　日向市の良さを再発見するなど、未来のふるさとを担う人材の育成に取り組みます。

　01-04　社会教育の推進
　　 ○地域社会で生きがいをもって暮らしていける環境づくりに努め、生涯学習・社会教育の充実・振興を図ります。

　01-05　図書館サービスの充実
　　〇読書に親しむ機会の創出や環境の充実に努め読書活動を推進するとともに、市民が利用しやすい図書館を目指します。
　　〇学校図書館司書の配置など学校図書館の機能を充実させ、読書の楽しさを伝える環境づくりに取り組みます。

  01-06　地域文化の保存・継承・活用
　　○地域に伝わる文化財を広く周知することで郷土愛を育むとともに、後世へと伝えていくため、その保存と活用に取り組みます。
　　○「2020国文祭・芸文祭」の取組をはじめ、各団体等の芸術文化活動を支援し、市民が芸術や文化に親しむ環境の整備を図ります。
　　○若山牧水をはじめとした地域の先人の顕彰や情報発信を積極的に行い、市民の郷土愛を深めるとともに、ふるさとに誇りを持つ人材の育成
　　　を図ります。

　01-07　スポーツ活動の推進と環境づくり
　　○生涯スポーツと競技スポーツの各種事業を推進し、市民の健康増進や心身の健康及びアスリートの育成を図ります。
　　○スポーツ施設を安全・安心に利用できるよう適切な管理に努めます。

　01-08　人権・平和の尊重
　　○沖縄県に中学生を派遣する平和交流事業を実施し、平和学習の推進を図ります。
　　〇市学校人権・同和教育推進協議会や市人権・同和教育研究大会の充実を図り、人権・同和問題に対する教職員等の正しい理解の促進に
　　　取り組みます。

　01-10　国際化への対応と国際交流の推進
　　〇国際感覚豊かな子どもの育成を図るため、外国語指導助手（ALT）とふれ合いながら学ぶ機会を増やすよう努めます。



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

番号 戦略
重点プロジェ
クト

具体的な施策 施策の内容 所管課 予算事業名
当初予算
（千円）

予算額のうち
該当事業費

（千円）
現状と課題 R3取組内容 R3上半期 R3下半期

1

1　コミュニティ・スクール制
度に基づく学校運営協議会
を開催し、学校の教育方針
を踏まえ、地域などと連携
した学校教育を行います。

学校教
育課

コミュニ
ティ・ス
クール
（小・中学
校）に要す
る経費

1,454 1,454

　学校運営協議会において、
単なる説明や情報開示だけに
なっており、地域人材が参画す
る学校運営協議会に至ってい
ない学校もあり、取組に差が
出ています。

　コミュニティ・スクール推進上
の課題や各学校の取組状況を
把握し、研修の充実を図ること
で、課題の解決を図るととも
に、地域の方々の参画を得な
がら地域とともにある学校づく
りを推進します。

　コミュニティ・スクールを推進
するために、学校同士での情
報交換を行えるよう、効果的な
進め方や好事例を学べる研修
を実施します。

　子どもの連続した学びを充実
させるために、小中一貫教育
やキャリア教育とも関わりをも
たせ、地域の方々からの協力
を得ながら、三位一体の教育
を推進します。

2

2　小中一貫教育の推進の
ために、中学校区で作成し
たグランドデザインを基に、
９年間を見据えた系統的で
一貫性のある教育に取り組
みます。

学校教
育課

小中連
携・一貫
推進事業

119 119

　各中学校区でグランドデザイ
ンを作成し、９年間で目指す子
ども像や学校像を共有しなが
ら、系統的で一貫性のある教
育活動を行っています。

　小中一貫教育推進上の課題
を整理し、さらなる充実を図る
ために、コミュニティ・スクール
やキャリア教育と関わりをもた
せた研修の充実を図ります。

　小中一貫教育推進上の課題
を整理し、更なる取組の充実を
図るための研修会を実施しま
す。

　コミュニティ・スクールやキャ
リア教育と関わりをもたせた研
修を行い、９年間で育てたい子
どもの姿を意識し、日々の教
育を推進します。

3

3　幼児期の体験や学びを
円滑に小学校の学習につ
なぐ取組を推進し、幼児教
育との連携・充実に努めま
す。

学校教
育課

- - -

　幼稚園、保育所、認定こども
園、小学校の職員が合同での
研修会を通して、接続の重要
性を共通理解しています。

　幼稚園、保育所、認定こども
園、小学校の職員が一緒に学
ぶことができる研修を実施する
とともに、日向市スタートカリ
キュラムの更なる活用を図りま
す。

　日向市スタートカリキュラム
の周知及び各小学校の実態に
応じた取組を支援し、幼保小
の接続期の充実を図ります。

　幼保小連携に関わる研修会
をとおして、スタートカリキュラ
ムの取組を振り返り、次年度
に向けて取組の改善を図りま
す。

4
4　学校ＩＣＴ環境の整備を
推進し、ＩＣＴを効果的に活
用した教育を行います。

学校教
育課

学校ICT
環境整備
事業（小
学校）（中
学校）

56,205 56,205

　年次的にパソコンの更新は
行っているものの通信環境機
器に不具合が生じている学校
があります。また、整備された
機器を活用したわかる授業実
施への支援が必要です。

　ICT支援員を配置し、GIGAス
クール構想により整備したタブ
レットの有効活用を図ります。
また、学校内の環境把握や整
備を行います。

　ICTを活用した効果的な授業
を行うため、ハード・ソフトの操
作研修を行います。

　ICT機器の活用状況を把握し
ながら、授業での活用方法な
どについて、研究を行います。

5
5　将来を見据えた通学区
域の検討を行います。

学校教
育課

就学支援
委員会・
通学区域
審議会の
運営に要
する経費

421 39

　本市の小中学校数は、人口
規模からみると多い状況にあ
り、学校規模の適正化につい
て研究や協議が必要です。

　学校の適正配置について、
児童生徒数や地区人口の推
移、各学校の課題等を整理
し、調査研究を行います。

　児童生徒数の将来推計を行
います。
他市町村の事例等情報収集を
行います。

　庁内ワーキンググループの
組織化に向けた要綱の整備や
今後のスケジュールについて
協議を進めます。

6
２　魅力ある教
育体制や環境
の充実

1　スクールソーシャルワー
カーを配置し、児童生徒の
悩み相談など心のケアを行
います。

学校教
育課

スクール
サポート
事業

11,194 2,798

　児童生徒が抱える悩みや問
題は、様々な社会的背景を反
映し多様化するとともに、増加
傾向にあります。その解決に
は、学校外の専門機関との連
携を図る必要があります。

　児童生徒の相談に対し、ス
クールソーシャルワーカーを派
遣し、きめ細かに対応するとと
もに、専門的で福祉的な知見
を活かし、生活環境の調整や
関係機関との連携を充実させ
ます。また、関わりを継続する
ことにより、これまで抱えてい
る問題の解決を図ります。

　スクールソーシャルワーカー
を活用し、学校の要請に応じて
事案の対応に努めます。ま
た、関係機関との情報共有を
図ることで、問題の発見、予
防、解決の機能を高めます。

　適応指導教室教育相談員、
スクールカウンセラー、生徒指
導アドバイザーと連携を図りな
がら、問題を抱える児童生徒
を取り巻く環境の具体的な改
善に取り組みます。

１　未来
へつな
げる人
づくり

１　未来を支
える「ひゅう
がっ子」育成
プロジェクト

１　生きる力を
育む教育の推
進



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

番号 戦略
重点プロジェ
クト

具体的な施策 施策の内容 所管課 予算事業名
当初予算
（千円）

予算額のうち
該当事業費

（千円）
現状と課題 R3取組内容 R3上半期 R3下半期

7

2　適応指導教室などで児
童生徒の不登校解消に向
けた相談・指導を行いま
す。

学校教
育課

スクール
サポート
事業

11,194 5,598

　複雑な社会的背景を反映し、
学校への不適応から不登校に
なる生徒は、本市でも増加傾
向にあります。その解決には、
学校と連携しながら、個別の特
性や状況に応じたきめ細かな
指導を行う必要があります。

　適応指導教室において、学
校以外での学習の場を提供す
るとともに、安心できる居場所
としての機能を充実させます。
また、学校や関係機関と連携
を図ることで、児童生徒本人や
家庭への効果的な支援を行い
ます。

　適応指導教室での指導を通
じて、各児童生徒の状況に応
じた指導を行います。また、学
校との情報共有を月に１回行
い、学校復帰へのプランニング
を学校と協働で行います。

　スクールカウンセラー、ス
クールソーシャルワーカー、生
徒指導アドバイザーと連携を
図りながら、不登校生徒及び
不登校傾向にある児童生徒の
自立を促す働きかけを、学校と
協力して、児童生徒及び家庭
に対して行います。

8

3　細島小学校・細島公民
館・細島地区コミュニティセ
ンターの機能を集約した複
合施設を整備します。

教育総
務課

細島小学
校改築事
業

914,000 914,000

　令和２年度からの継続事業
で、今年度は最終年度である
ことから、コロナ禍であるが遅
滞なく計画的に事業を進めま
す。

新校舎（複合施設）校舎整備
既存校舎の解体撤去のうえ運
動場整備
外構及び既存校舎との取り合
い整備

新校舎の整備と学校部分の移
転
旧校舎の解体着手（上半期完
了予定）

運動場・外構整備
生涯学習部分の移転準備

9

4　児童生徒が安全で安心
して教育を受けられるよう、
学校施設の改修・整備に努
めます。

教育総
務課

小学校各
校整備事
業
中学校各
校整備事
業

9,000 9,000
　施設の経年劣化により教育
環境向上が求められていま
す。

　継続的に取り組んでいる、体
育館の高所照明器具の改修
に取り組みます。

　夏期休業等を利用して、教育
に影響のないように改修工事
を実施します。

-

10

1　世代間交流活動を支援
し、地域における教育力を
高め、子どもたちの豊かな
心とたくましく生きる力を育
みます。

生涯学
習課

地域教育
力活性化
事業

880 880

　地域における体験活動をと
おして子どもの健全育成に寄
与していますが、実施団体が
固定化しているため新たな団
体の取組を促す必要がありま
す。

　地域の団体が主体となり、子
どもたちとともに農業体験や伝
統芸能などの活動を行い、地
域の子どもは地域で育てること
を実践します。

　地域教育力活性化推進事業
受託団体募集、委託契約、児
童生徒健全育成事業補助金
交付決定、活動への助言、実
施状況確認

　地域教育力活性化推進事業
活動への助言、実施状況確認

11

2　地域の協力により放課
後子ども教室を開設し、子
どもたちが安全に安心して
過ごすことのできる居場所
づくりに努めます。

生涯学
習課

放課後子
ども教室
推進事業

9,888 9,888

　令和２年度より新たに夏季休
業期間中にも開設した教室が
あり、全体的に活動日数も増
加していますが、子どもの活動
を見守るサポーターが少ない
教室もあり、新たなサポーター
の確保が課題です。

　学校の放課後等に小学校等
を利用し、地域住民の参画を
得て、勉強、屋外活動、文化活
動などの取組を支援します。
　平岩小、細島小、塩見小、
美々津小、寺迫小、東郷学園
（２教室）にて開設

　保護者説明会、参加児童の
受け入れ、活動支援、定例指
導者会の開催

　参加児童の受け入れ、活動
支援、定例指導者会の開催

１　未来
へつな
げる人
づくり

１　未来を支
える「ひゅう
がっ子」育成
プロジェクト

２　魅力ある教
育体制や環境
の充実

３　地域が一体
となった青少年
の育成



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

番号 戦略
重点プロジェ
クト

具体的な施策 施策の内容 所管課 予算事業名
当初予算
（千円）

予算額のうち
該当事業費

（千円）
現状と課題 R3取組内容 R3上半期 R3下半期

12

１　未来
へつな
げる人
づくり

１　未来を支
える「ひゅう
がっ子」育成
プロジェクト

４　読書活動の
推進

1　ブックスタート事業とし
て、乳幼児に絵本を贈り、
本に親しむ機会を提供しま
す。

図書館
児童サー
ビスに要
する経費

1,200 1,200

　７か月・１歳６か月・３歳児健
診に合わせて絵本を贈ってい
ますが、本を渡すだけで、活用
方法等については伝えられて
いません。
　コロナ禍に対応した健診スタ
イルの中、保護者の方とお話
しできる機会を作ることが必要
です。

　絵本を贈る際に、貸出カード
の作成案内やおはなし会など
のイベントの案内を渡して、図
書館利用の契機とします。

○ブックスタート
　7か月児健診時に絵本1冊、
布製バック、パンフレットを配
布
○ブックスタートプラス
　1歳6か月児健診時に絵本１
冊配布
○ブックスタートツープラス
　3歳児健診時に絵本1冊配布
○おはなし会・春のとしょかん
まつりの案内

○ブックスタート
　7か月児健診時に絵本1冊、
布製バック、パンフレットを配
布
○ブックスタートプラス
　1歳6か月児健診時に絵本１
冊配布
○ブックスタートツープラス
　3歳児健診時に絵本1冊配布
○おはなし会・秋のとしょかん
まつりの案内

13

2　図書館、学校図書館、公
民館図書室が連携し、子ど
もの読書活動を支援しま
す。

図書館
学校教
育課

図書館
サービス・
資料の充
実に要す
る経費

10,500 3,000

　公立公民館図書室に配本し
たり、学校図書室に図書館の
蔵書を団体貸出ししたりして、
子どもの読書環境の充実に努
めていますが、コロナ禍によ
り、巡回図書が休止している状
態です。

〇公立公民館図書室の配本、
学校図書室への団体貸出し等
に加え、令和３年２月より始め
た放課後子ども教室への団体
貸出しを継続します。
〇巡回図書再開について学校
と協議を行います。

○中央公民館を除く公立公民
館図書室への配本
○学校図書室への団体貸出し
○幼稚園・保育園への団体貸
出し
○放課後子ども教室への団体
貸出し

○中央公民館を除く公立公民
館図書室への配本
○学校図書室への団体貸出し
○幼稚園・保育園への団体貸
出し
○放課後子ども教室への団体
貸出し

14

3　学校図書館司書を配置
し、児童生徒が読書に親し
む環境づくりに取り組みま
す。

学校教
育課

読書活動
充実事業

4,496 4,496

　学校図書館司書は２～３校
に１名を配置しており、主に図
書室環境整備を行っていま
す。図書室の月平均の貸出冊
数は県平均に達していませ
ん。

　学校図書館司書を配置し、
学校の図書担当教員と連携し
た図書室の環境整備及び読書
活動推進のための取組を支援
します。

　学校図書館司書研修会にお
いて、読書に親しむ環境づくり
に関する情報交換を行い、他
校での効果的な取組を知るこ
とで、今後の取組の改善に生
かせるようにします。

　学校図書館司書が、各学校
の読書活動の取組に対して、
より効果的な支援ができるよ
う、学校や市立図書館との連
携の方法等についての研修を
実施します。

15

1　「日向市全ての人の人
権が尊重されるまちづくり
条例」に基づいた人権教育
や啓発活動を推進します。

学校教
育課

同和教育
の充実に
要する経
費

2,498 2,498

　「日向市全ての人の人権が
尊重されるまちづくり条例」に
従い、生涯学習課、地域コミュ
ニティ課人権・同和行政推進
室と連携し、同和教育をはじめ
とする人権教育の充実に取り
組みます。

　教育集会所での活動や、各
種研究大会、講演会等による
啓発活動に取り組みます。

　教育集会所や各種研究大
会、講演会等で人権問題に関
する学びを深めます。

　教育集会所や各種研究大
会、講演会等で人権問題に関
する学びを深めます。

16

1　「日向市全ての人の人
権が尊重されるまちづくり
条例」に基づいた人権教育
や啓発活動を推進します。

生涯学
習課

一般事務
費

680 63

　人権講座を４回開催してお
り、平均して約６０人の参加者
がいます。内容についてもタイ
ムリーな話題などを取り上げる
ようにしています。

４回の人権講座の開催
広報誌、HP、これまでの参加
企業への案内などして、参加
者を募るようにします。

講師選定について、関係部署
や社会教育指導員との協議

人権講座の開催（４回）

１　未来
へつな
げる人
づくり

１　未来を支
える「ひゅう
がっ子」育成
プロジェクト

４　読書活動の
推進

３　ふるさとを
愛する心豊か
な人づくりプ
ロジェクト

１　豊かな人権
感覚を持った
人づくり



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

番号 戦略
重点プロジェ
クト

具体的な施策 施策の内容 所管課 予算事業名
当初予算
（千円）

予算額のうち
該当事業費

（千円）
現状と課題 R3取組内容 R3上半期 R3下半期

17
1　総合的な学習の時間を
活用し、ふるさと教育の充
実を図ります。

学校教
育課

牧水教育
事業

236 236

　児童生徒が郷土の歌人「若
山牧水」の短歌に親しむ機会
として牧水かるた大会を開催し
ていますが、参加が一部の児
童生徒に限られています。

　牧水かるた大会を開催し、若
山牧水の短歌に親しむ機会を
提供し、牧水への理解を深め
ます。

　牧水かるた大会の開催に向
け、国語科部会と協議を行い
ます。

　牧水かるた大会を開催し、若
山牧水への理解を深めます。

18
2　囲碁教室の開催など囲
碁文化の継承に努めます。

学校教
育課

「囲碁のま
ち日向市」
モデル事
業

165 165

　児童生徒数の減少や余暇活
動の多様化、また授業時数の
確保等により、学校と連携した
取組が困難な状況にありま
す。

　放課後子ども教室や公立公
民館が主催する土曜教室な
ど、他機関との連携方策につ
いて協議します。

　日本棋院日向支部と連携し
「囲碁の次世代育成活動事
業」により初心者講座を開催し
ます。

　他機関との連携方策につい
て、協議を行います。

19
3　若山牧水の短歌に親し
み、牧水への理解を深めま
す。

スポー
ツ・文化
振興課

牧水顕彰
事業

4,885 4,885

　牧水・短歌甲子園や青の国
若山牧水短歌大会などを通じ
て、全国に牧水を発信する事
業に取り組んでいますが、牧
水のふるさと日向市をより多く
の方に知っていただくために、
さらなる顕彰活動が必要です。

・牧水顕彰会創立70周年記念
企画展（スポット：通年）
・牧水・短歌甲子園
・牧水祭
・青の国若山牧水短歌大会
・若山牧水賞記念講演

・牧水顕彰会創立70周年記念
企画展（スポット）
・牧水・短歌甲子園の開催（８
月）
・牧水祭の開催（９月）

・牧水顕彰会創立70周年記念
企画展（スポット）
・青の国若山牧水短歌大会表
彰式（12月）
・若山牧水賞記念講演（２月）

20
4　中学生が思い描いてい
る夢に向かいチャレンジす
る取組を支援します。

生涯学
習課

ふるさと再
発見！子
どもの実
現夢サ
ポート事
業

1,564 1,146

　子どもの夢サポート事業で
は、新型コロナウイルスの影
響もありますが、応募者を増や
すことが課題であり、あらゆる
方策を探り、実施につなげてい
きます。

　中学生3人を選出し、自らの
夢に向かってチャレンジする取
り組みを支援していきます。

　募集案内、選考委員会の開
催、補助対象者との打ち合わ
せ、実施に向けた支援

　実施に向けた支援、報告会
の開催

21

5　学校給食への地元食材
の活用や地産地消交流学
校給食会の開催など、学校
給食における地産地消を
推進します。

学校給
食セン
ター

給食調理
に要する
経費

156,034 200

　保護者が負担する給食費で
大量で規格の揃った安価な食
材を購入する必要があるた
め、市外産、外国産の食材を
調達している状況があります。

　地元食材の購入に努め、学
校を訪問し交流学校給食会を
開催します。

　地元食材の購入に努めま
す。

　地元食材の購入に努めま
す。２、３学期に交流学校給食
会を開催します。

22
４　キャリア教
育の充実

1　産学官や地域の大人が
連携し、「日向の大人はみ
な子どもたちの先生」をス
ローガンにキャリア教育支
援事業「よのなか教室」を
市民運動として推進しま
す。

学校教
育課

キャリア教
育推進事
業

10,800 10,800

　令和2年度はコロナ禍により
「よのなか教室」を推進するこ
とが十分にできませんでした。
コロナ禍の状況を踏まえ、「よ
のなか教室」の効果的な活動
について検討している状況に
あります。

　「よのなか教室」について、対
面式やオンデマンド方式等を
充実させながらキャリア教育の
推進を図るとともに、これまで
の本市のキャリア教育の在り
方を見つめ、今後の方向性を
決めます。

　対面式による「よのなか教
室」に加え、日向市等の職業
人による働く意味や生き方に
ついて学べる動画の作成を行
い、配信体制の整備をします。

　キャリア教育推進懇話会をと
おして、これからの本市のキャ
リア教育の在り方について新
たな方向性を検討していきま
す。

１　未来
へつな
げる人
づくり

３　ふるさとを
愛する心豊か
な人づくりプ
ロジェクト

３　郷土愛を育
む教育の推進
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番号 戦略
重点プロジェ
クト

具体的な施策 施策の内容 所管課 予算事業名
当初予算
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23

５　高校・高等
専門教育機関
への支援の充
実

1　小学校・中学校・高校の
連携強化や市内の県立高
校の魅力向上への支援な
ど、市内高校への進学率の
向上に努めます。

学校教
育課

- - -

　中学卒業後、子どもたちは市
内外の高校に通っている状況
にあります。市外の高校に通う
生徒も多数おり、今後、更に中
学生に対して、市内の高校の
魅力をアピールする必要があ
ります。

　市内の高校が各中学校にお
いて魅力を発信する場を設定
するなど、市内の高校への関
心を高めるような取組を充実さ
せます。

　進学指導の時間等で、市内
の高校と中学校が連携して学
習できる取組を検討していきま
す。

　各中学校における高校説明
会において、市内の高校の魅
力を十分に発信してもらい、生
徒の関心が高まることに努め
ます。

24

５　高校・高等
専門教育機関
への支援の充
実

4　放送大学宮崎学習セン
ターの情報発信や入学料
に対する市民への支援など
利用促進に努めます。

生涯学
習課

放送大学
支援事業

1,000 1,000

　放送大学宮崎学習センター
の学生数が減少傾向にあるた
め、入学者数を増やす取組が
必要です。

　放送大学宮崎学習センター
振興協議会への補助金交付、
市民の入学者に対する入学料
の半額補助

　放送大学宮崎学習センター
振興協議会への補助金交付、
入学奨励補助金の助成

　広報ひゅうがへの入学者募
集情報の掲載、入学奨励補助
金の助成

25

1　青の国若山牧水短歌大
会や短歌甲子園など、牧水
顕彰事業の拡充に取り組
みます。

スポー
ツ・文化
振興課

牧水顕彰
事業

4,885 4,885

　牧水・短歌甲子園や青の国
若山牧水短歌大会などを通じ
て、全国に牧水を発信する事
業に取り組んでいますが、牧
水のふるさと日向市をより多く
の方に知っていただくために、
さらなる顕彰活動が必要です。

・牧水顕彰会創立70周年記念
企画展（スポット：通年）
・牧水・短歌甲子園
・牧水祭
・青の国若山牧水短歌大会
・若山牧水賞記念講演

・牧水顕彰会創立70周年記念
企画展（スポット）
・牧水・短歌甲子園の開催（８
月）
・牧水祭の開催（９月）

・牧水顕彰会創立70周年記念
企画展（スポット）
・青の国若山牧水短歌大会表
彰式（12月）
・若山牧水賞記念講演（２月）

26
2　若山牧水記念文学館の
来館者増加や牧水公園の
利用促進に取り組みます。

スポー
ツ・文化
振興課

若山牧水
記念文学
館管理運
営費

17,764 17,764

　牧水記念文学館の来場者を
増やすために、各種企画展の
開催をはじめ、東郷町ふるさと
公社や各種団体等と連携を図
り、人を呼び込む施策に取り組
む必要があります。

・牧水顕彰会創立70周年記念
企画展（スポット）

・牧水顕彰会創立70周年記念
企画展（スポット）

・牧水顕彰会創立70周年記念
企画展（スポット）

27
2　伝統的建造物の保存修
理と町並みの良好な景観
形成に取り組みます。

教育総
務課

重要伝統
的建造物
群保存地
区保存整
備事業
（補助・単
独）

13,032 13,032

　特定物件の８３％が大規模
修理を終え、歴史的な町並み
景観の復元が進んできていま
すが、空き家の利活用と後継
者不足が課題です。

　国庫補助事業を活用して、修
理・修景事業に対する補助事
業を実施し、伝統的な建造物
の保存に取り組みます。

国庫補助事業　立磐神社３期
工事
市単独事業　原田家漆喰修理
ほか３件

国庫補助事業　次年度実施事
業の準備
市単独事業　原田家漆喰修理
ほか３件

28
3　日向市歴史民俗資料館
などの公共施設の利用促
進に取り組みます。

教育総
務課

歴史民俗
資料館管
理運営費

5,960 5,960

　コロナ禍で観光客数が激減し
ていますが、アフターコロナや
五輪によるインバウンド増加を
見据えた対策が課題です。

　指定管理者と連携して、日向
市歴史民俗資料館を核とした
伝建地区の活性化に取り組み
ます。

　指定管理者の一本化に伴う
引継ぎを円滑に行い、管理・運
営の向上に留意し施設の利用
促進に取り組みます。

　伝建地区で開催されるおひ
なさん祭りを広くPRし、施設の
利用促進に取り組みます。

１　未来
へつな
げる人
づくり

３　ふるさとを
愛する心豊か
な人づくりプ
ロジェクト

２　活力
を生み
出すに
ぎわい
づくり

３　新たな人
が集まる魅力
づくりプロジェ
クト

４　牧水の生誕
地・東郷を生か
した魅力づくり

５　重要伝統的
建造物群保存
地区「美々津」
を生かした魅力
づくり
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29

２　活力
を生み
出すに
ぎわい
づくり

３　新たな人
が集まる魅力
づくりプロジェ
クト

９　新たな交流
拠点の整備研
究

1　新たな交流拠点、知の
拠点としての役割を果たす
複合的な機能を備えた図
書館の整備について調査
研究を行います。

図書館
市立図書
館一般事
務費

37,407 4

　老朽化した図書館の建て替
えについて要望が出ていま
す。新たな交流拠点、知の拠
点としての役割を果たす複合
的な機能を備えた図書館の整
備についての調査研究を行う
必要があります。

　関係課と協議して、大まかな
方向性、スケジュールについて
検討します。
　モデルとなる施設の視察を行
います。

○総合政策課・資産経営課と
の協議
○視察先検討

○総合政策課・資産経営課と
の協議
○県内施設視察

30
１　健康づくり
の推進

5　児童生徒の健康づくりや
食育に取り組みます。

学校教
育課
学校給
食セン
ター

- - -

　望ましい食習慣を身につけさ
せるために、「弁当の日」の実
施や、栄養教諭による食育の
出前授業をとおして、食育の推
進を図る必要があります。

　全小・中学校（特別な事情の
ある学校を除く）において、「弁
当の日」を実施します。また、
栄養教諭による食育の出前授
業を行い、食育の推進を図り
ます。

　食育授業の希望調査を行
い、栄養教諭による食育授業
を全小・中学校で実施します。

　「弁当の日」（特別な事情の
ある学校を除く）の実施状況調
査を行います。

31

1スポーツイベントを開催
し、スポーツに親しむ機会
の提供や運動習慣の定着
に努めます。

スポー
ツ・文化
振興課

【市制施
行70周
年】日向
ひょっとこ
マラソン大
会開催事
業費

2,500 2,500

日向ひょっとこマラソンの参加
者数は、どこの自治体でも同
様のイベントが開催されてお
り、年々減少傾向となっていま
す。今後は、誰もが参加できる
スポーツイベントへの転換も含
めて方向性を検討します。

「日向ひょっとこマラソン大会」
を３月の第２日曜日に約400人
のボランティアスタッフの協力
を得て大会を実施します。
・実行委員会　８回

実行委員会　５回
実行委員会 ３回
大会の実施

32
2　総合型スポーツクラブへ
の支援など生涯スポーツの
推進に取り組みます。

スポー
ツ・文化
振興課

生涯ス
ポーツ推
進事業

3,175 3,175

　市のスポーツ推進委員が主
管するスポーツ教室は、子ども
から高齢者まで多くの市民が
参加していますが、参加者が
少ない教室も見受けられ、さら
なる啓発や内容の見直しが必
要となっています。
　総合型地域スポーツクラブ
は、会員の増加が図れていな
いことから、自立した運営が難
しい状況となっています。

　スポーツ推進委員について
は、人員の確保に努め、更な
るスキルアップのため研修会
等に積極的に参加できるよう
支援します。
　 「ひむかＹＯＵゆうクラブ」に
ついては、会員や活動場所の
確保、人材育成などの支援を
行いながら、自立した運営を目
指します。

スポーツ教室　２３教室
総合型地域スポーツクラブの
活動場所確保

スポーツ教室　７教室
ミニバレーボール大会
みんなの体力測定会
総合型地域スポーツクラブ事
務所場所確保

33
3　スポーツ施設の適切な
維持管理や利用促進を図
ります。

教育総
務課

お倉ヶ浜
総合公園
（野球場・
屋内運動
場以外）
管理運営
費他

100,387 100,387

　管理するほとんどのスポーツ
施設が整備して年数が経過
し、老朽化が進行しています。
安全・安心に利用できるよう計
画的な維持管理を行うことが
必要です。

　指定管理者と定期的に協議
を行い情報共有するとともに、
その他の施設は定期的に点検
を行い必要に応じ修繕等を行
います。

　施設管理委託契約を行うとと
もに、定期的な点検及び維持
修繕に努めます。

　定期的な点検及び維持修繕
に努めます。

３　笑顔
で暮ら
せる地
域共生
の社会
づくり

２　笑顔で暮
らせる スポー
ツ・健康推進
プロジェクト

４　スポーツを
生かした生きが
いづくりや健康
づくりの推進



様式１－２　総合計画に基づく重点戦略と重点プロジェクト 【教育委員会】

番号 戦略
重点プロジェ
クト

具体的な施策 施策の内容 所管課 予算事業名
当初予算
（千円）

予算額のうち
該当事業費

（千円）
現状と課題 R3取組内容 R3上半期 R3下半期

34

4　国民スポーツ大会や全
国障害者スポーツ大会の
開催に向けた受入体制の
構築に取り組みます。

スポー
ツ・文化
振興課

国民ス
ポーツ大
会宮崎大
会推進事
業

969 969

　国民スポーツ大会での競技
実施に向けて、事務局の体制
づくり及び競技団体等とのさら
なる連携が必要です。

　令和９年度に開催される国民
スポーツ大会宮崎大会に向け
て、今年度開催される三重国
民体育大会を視察し、早期に
市準備委員会を設置等の準備
を確実に進めていきます。

先催県の本番までのスケ
ジュール調査

三重国民体育大会視察
市準備委員会の設置協議

35

5　小学校、中学校、高校が
連携し、競技団体を中心に
アスリートの育成に取り組
みます。

スポー
ツ・文化
振興課

競技ス
ポーツ推
進事業

12.,903 366

　国民スポーツ大会等の全国
規模の大会出場を見据え、そ
れらの大会に出場する選手を
育成するためには、小・中・高
の運動部活動の顧問やスポー
ツ指導者と競技団体をはじめ、
市民と行政が一体となって競
技力向上に取り組むことが重
要です。

　指導者を対象にした講演会
及び研修会を実施します。　ま
た、体育協会加盟団体のうち３
競技団体に委託し、競技別に
小学生、中学生、高校生を対
象に強化練習を実施し、競技
力の向上を図ります。

講演会講師選定、依頼
委託事業３競技団体選定

指導者を対象にした講演会及
び研修会実施
委託事業発表の場の提供

36
子ども土
曜教室事
業

502 502

37
高齢者学
習支援事
業

251 251

38
公民館主
催講座事
業

4,097 4,097

39

2　老朽化している地区公
民館の整備や新たな地区
公民館の整備に向けた検
討を行います。

生涯学
習課

- - -

　地区公民館は、避難所の役
割も果たしていますが、７施設
中３施設は建築年数４０年を超
えており、老朽化している状況
です。

　第２次日向市行財政改革大
綱及び日向市公共施設等総
合管理計画に沿って、老朽化
している地区公民館の整備や
新たな地区公民館の整備に向
けた検討を進めていきます。

　個別施設計画に沿って、老
朽化が進んでいる施設につい
ては、老朽度や利用・コストの
状況を総合的に勘案しながら
廃止、整備や年次的な改修な
どの検討を進めていきます。

　個別施設計画に沿って、老
朽化が進んでいる施設につい
ては、老朽度や利用・コストの
状況を総合的に勘案しながら
廃止、整備や年次的な改修な
どの検討を進めていきます。

40

４　自然
豊かで
快適な
強いま
ちづくり

３　自然が残
る美しいまち
づくりプロジェ
クト

１　自然に親し
む環境づくり

1　子どもが自然環境に触
れ、学ぶ機会を作ります。

学校教
育課

- - -

　総合的な学習の時間におい
て、自然環境の調査を行った
り、環境保全に関するボラン
ティアに取り組んだりして、身
近な環境との関わり方につい
て考えさせています。

　総合的な学習の時間におい
て、川の水質調査や水辺の生
き物調査を行ったり、環境保全
のためのボランティアをしたり
して、自然環境との関わりにつ
いて考えさせます。

　地域の環境の調査を行った
り、身近な自然環境の保全の
ためのボランティアに取り組ん
だりするなど、自然環境と子ど
もが関わる場面を設けます。

　身近な自然を保全することの
大切さについて学び、自分に
できることについて考えさせま
す。

３　笑顔
で暮ら
せる地
域共生
の社会
づくり

２　笑顔で暮
らせる スポー
ツ・健康推進
プロジェクト

４　スポーツを
生かした生きが
いづくりや健康
づくりの推進

３　共に支え
合う地域づく
りプロジェクト

３　地区公民館
の機能強化

　募集案内、各講座の実施、
参加者アンケートの実施

　各講座の実施、学習発表会
の開催、参加者アンケートの
実施

1　地域の核となる地区公
民館の機能強化を図りま
す。

生涯学
習課

　地区公民館では、暮らしに役
立つ講座を開催し、仲間づくり
の場としても利用されています
が、さらに幅広い年齢層や男
性が参加しやすい講座の充実
に取り組む必要があります。

　「生涯学習だより」を通じて、
主体的な学びを促し生涯学習
の推進を図ります。市民ニー
ズに対応し幅広い世代が参加
できるよう生涯学習講座の内
容を充実していきます。



様式１－３　その他に取組む重点事業 【教育委員会】

番
号

基本目
標名称

施策名称
具体的な施
策名称

所管課 予算事業名
R3当初予算
（千円）

予算額のうち
該当事業費

（千円）
現状と課題 R3取組内容 R3上半期 R3下半期

1
1　生きる力を
育む教育の推
進

③　特別支
援教育の充
実

学校教
育課

障がいのある児童
生徒の教育の充実
に要する経費

38,388 38,163

　児童生徒の特性等に応じた教育
支援へのニーズは増加傾向にあり
ます。特別支援教育支援員の適性
な配置と通級指導教委室の効果的
な運用が必要です。

　小・中学校への特別支援教育支
援員の適正な配置を行うとともに、
通級指導教室の適切な運営と支援
の充実を図ります。

　就学相談や学校訪問等を行
い、支援の必要な児童の状況を
的確に把握します。

　就学支援委員会を実施し、一
人一人のニーズに応じた教育支
援につなげます。

2

①　児童生
徒の相談支
援体制の充
実

学校教
育課

スクールサポート
事業

11,194 2,798

　児童生徒を取り巻く社会的環境の
変化や影響は、生徒指導上の問題
においても深刻さを増しており、解
決困難な事案が発生が懸念されま
す。
　今後の対応では、命や人権に係
る事案について、消極的な姿勢で
はなく、積極的に発見、予防を図る
指導体制の構築が必要です。

　生徒指導アドバイザーを配置し、
各学校における生徒指導体制の充
実及び各協議会や専門委員会等と
の連絡・調整を行い、包括的な生徒
指導の体制づくりを支援します。ま
た、インターネットやSNS利用にお
ける情報リテラシー等について講話
や情報発信を行います。

　各学校への訪問や情報の共
有、生徒指導マニュアル、危機管
理マニュアルの見直しに係る助
言を行うことで、問題が起きにく
い雰囲気の醸成を図る開発的な
生徒指導及び予防的な生徒指導
体制の整備をサポートします。
　また、要望に応じて情報リテラ
シーに係る講話や資料提供を行
います。

　課題を抱えた児童生徒への対
応について状況のアセスメントや
プランニングのアドバイスを行い
ます。また、矯正的関与や外部
サポートが必要な事案について
連絡・調整を行い、学校と協働し
て課題の解決にあたります。

3
学校教
育課

就学時健康診断に
要する経費

105 105

　新型コロナウイルス感染症の拡
大や学校医等の新型コロナウイル
スワクチン接種の対応により、日程
や実施体制の見直しが必要となる
可能性があります。

　次年度就学予定者に対し、心身
の状況を把握するために、各診察・
検査を実施し、適正な就学指導を
行います。

　次年度就学予定者に対し、就
学時健診を実施するため、小学
校と学校医・学校歯科医と日程
調整を行い、保護者への通知を
行います。

　就学時健診を実施し、結果を保
護者及び学校に通知するととも
に、学校生活に支障となる疾病
等について、関係機関と連携しな
がら、受診勧奨や就学支援を行
います。

4
学校教
育課

保健体育の充実に
要する経費

38,451 38,451

　新型コロナウイルス感染症の拡
大や学校医等の新型コロナウイル
スワクチン接種の対応により、日程
や実施体制の見直しが必要となる
可能性があります。

　新型コロナウイルス感染症予防
対策を図りながら、学校健診を実施
し、早期発見・早期治療等が図られ
るように取り組みます。

　学校健診については、新型コロ
ナウイルス感染症の状況を把握
しながら、実施体制を整え、健診
を実施します。

　学校健診の結果に基づき、日
常生活の指導や受診勧奨などの
事後指導を行います。

5
学校教
育課

安全教育の推進に
要する経費

7,736 7,736
　安全な学校生活を送るためには、
学校の環境について、適正な検査
の実施が必要です。

　学校薬剤師と連携し、水道水や
プールの水質検査、環境衛生検査
を行い、学校での安全管理に取り
組みます。

　水道水やプールの水質検査、
環境衛生検査を実施し、学校薬
剤師により適正な指導を行いま
す。

　水道水やプールの水質検査、
環境衛生検査を実施し、学校薬
剤師により適正な指導を行いま
す。

1　教育
文化

2　魅力ある教
育体制や環境

の充実

②　児童生
徒の健康づ
くりの推進



様式１－３　その他に取組む重点事業 【教育委員会】

番
号

基本目
標名称

施策名称
具体的な施
策名称

所管課 予算事業名
R3当初予算
（千円）

予算額のうち
該当事業費

（千円）
現状と課題 R3取組内容 R3上半期 R3下半期

6
学校給
食セン
ター

給食調理に要する
経費（学校給食セ
ンター）

156,034 155,834

　児童生徒の心身の健全な発達、
正しい食習慣を身に付けてもらうた
めに安定的に給食の提供すること
が必要です。

　市内幼稚園、小・中学校の児童生
徒に安全・安心の学校給食を提供
し、円滑で安定した給食運営を実施
につとめます。

　学校給食会への事業補助、運
転資金の貸付を行います。
　委託事業者への的確な指示を
行い、事業内容を確認します。

　委託事業者への的確な指示を
行い、事業内容を確認します。

7
学校給
食セン
ター

安全衛生対策に要
する経費（学校給
食センター）

2,348 2,348

　衛生的な施設、作業環境等を整
備することにより、安全安心な学校
給食を提供し続けなければなりま
せん。

　異物混入の原因となる害虫駆除
を専門業者に委託し、点検、対策、
改善法の提案を受けるなど施設内
外の総合的な衛生管理を実施し、
衛生的な施設・作業環境を整備しま
す。

　衛生管理・保持に関する消耗
品等の計画的購入、法定検査等
を実施します。

　衛生管理・保持に関する消耗
品等の計画的購入、法定検査等
を実施します。

8
4　社会教育の
推進

③　自主学
級活動の充
実

生涯学
習課

自主学級事業 1,261 1,108
　女性学級と高齢者学級において
は、年々実施団体が少なくなってい
ます。

　それぞれの年代が抱えている課
題について講師を招き学習し、知識
の向上を図ります。

　募集案内、開設説明会の開
催、委託料の交付、活動支援

　家庭教育学級学級長会の開
催、実績報告の確認、活動支援

9
①　図書館
機能の充実

図書館
図書館サービス・
資料の充実に要す
る経費

10,500 7,500

　コロナ禍により来館者および貸出
冊数ともに減少しており、感染拡大
防止に配慮し、安全安心に利用し
ていただけるような環境整備に努め
る必要があります。

・レファレンスなどによる学習活動
支援や郷土史、若山牧水に関する
蔵書の充実、館内飲食スペースの
開放、フリーWi-Fi環境の提供等を
継続して、図書館サービスや利便
性の向上を図ります。
・貸出カードに有効期限を設け、利
用者情報の適正化を図ります。

・レファレンスなどによる学習活
動支援や郷土史、若山牧水に関
する蔵書の充実、館内飲食ス
ペースの開放、フリーWi-Fi環境
の提供等を継続して、図書館
サービスや利便性の向上を図り
ます。
・貸出カードに有効期限を設け、
利用者情報の適正化を図りま
す。

・レファレンスなどによる学習活
動支援や郷土史、若山牧水に関
する蔵書の充実、館内飲食ス
ペースの開放、フリーWi-Fi環境
の提供等を継続して、図書館
サービスや利便性の向上を図り
ます。
・貸出カードに有効期限を設け、
利用者情報の適正化を図りま
す。

10
②　読書活
動の推進

図書館
生涯学習ボラン
ティア（図書館）の
育成事業

73 73

　既存のボランティア団体「友の会」
については、会員が高齢化してきて
いるため、新たなボランティアの育
成に向けて働きかける必要があり
ます。

　既存団体である「友の会」の活動
支援や高校生ボランティア等の育
成支援を行います。

　市内の高校に協力依頼を打診
し、活動内容について協議しま
す。

　研修会等を開催し、団体設立に
向けて働きかけます。

1　教育
文化

2　魅力ある教
育体制や環境

の充実

③　学校給
食の充実

5　図書館サー
ビスの充実



様式１－４　行財政改革大綱に基づく行動計画 【教育委員会】
番号 基本方針 取組項目 実施項目 部局 所管課 R3取組内容 R3上半期 R3下半期

1 教育委員会 教育総務課
　日向市育英奨学金制度の周知に努
めます。

－
　広報ひゅうが・市ホームページ、フェ
イスブック等を活用して、周知を図りま

す。

2 教育委員会
スポーツ・文
化振興課

　国民文化祭・芸文祭みやざき２０２０
のＰＲ

・広報ひゅうが・市ホームページ、フェ
イスブックによるＰＲ

－

3 図書館
広報誌の発行
HP運営

図書館だよりの発行
HP情報更新

図書館だよりの発行
HP情報更新

4 教育委員会 生涯学習課
　社会教育活動に関する参加者募集な
ど広報ひゅうがを積極的に活用し、周
知を図ります。

　様々な事業の参加者募集などの告
知を行います。

　講演会や発表会などの告知を行い
ます。

5 教育委員会 図書館 　市民の声を取り入れます。
リクエストサービス
貸出・予約ランキングの把握

リクエストサービス
貸出・予約ランキングの把握

6 職員の育成
災害に対する
職員対応能
力の強化

教育委員会 教育総務課
　施設を定期的に点検を行い、危険箇
所の把握を行います。

　定期的な施設点検を行います。 　定期的な施設点検を行います。

7
市民に開か
れた市役所
づくり

窓口サービス
の充実

教育委員会 図書館
　市民の要望に的確かつ最大限に対
応します。

レファレンスサービス
マイライン等ネットワーク活用の相互
貸借

レファレンスサービス
マイライン等ネットワーク活用の相互
貸借

広報・広聴
活動の充実

市政の情報
発信の充実

市民ニーズの
的確な把握

市民に信頼される行
政サービスの提供



様式１－４　行財政改革大綱に基づく行動計画 【教育委員会】
番号 基本方針 取組項目 実施項目 部局 所管課 R3取組内容 R3上半期 R3下半期

8
市民に開か
れた市役所
づくり

電子行政
サービスの充
実

教育委員会 図書館 HP（PC版・携帯版）の活用 HPからのネット貸出予約の受付 HPからのネット貸出予約の受付

9
情報公開と
個人情報の
保護

情報公開制
度と個人情報
保護制度の
適正な運用

教育委員会 全課
　研修を通して理解を深め、個人情報
保護の適正な運用に努めます。

・不要な個人情報の廃棄処分を行い、
適正な管理に努めます。
・研修に積極的に参加し、理解を深め
ます。
・日向市個人情報保護条例等を遵守
します。

・不要な個人情報の廃棄処分を行い、
適正な管理に努めます。
・研修に積極的に参加し、理解を深め
ます。
・日向市個人情報保護条例等を遵守
します。

10 教育委員会 全課
　日頃より業務の改善ができないか注
視し、効果的・効率的な運営ができな
いか検討していきます。

・教育委員会部課長会などを通して、
情報共有と連携を図ります。
・日頃から担当業務の改善に努めま
す。

・教育委員会部課長会などを通して、
情報共有と連携を図ります。
・日頃から担当業務の改善に努めま
す。

11 教育委員会 図書館 　業務の簡素化・効率化を図ります。 依頼文書、手順の見直し 依頼文書、手順の見直し

12
内部統制体
制の整備

教育委員会 図書館
　主任・副主任を置いて司書等の意
見、事務割り振りを集約します。

　主任・副主任を置いて司書等の意
見、事務割り振りを集約します。

　主任・副主任を置いて司書等の意
見、事務割り振りを集約します。

13
民間活力の
活用

教育委員会 図書館 図書館ボランティアの活用
ボランティアによる読み聞かせ、ブック
リペア、花壇の手入れ

ボランティアによる読み聞かせ、ブック
リペア、花壇の手入れ

14 ＩＣＴの利活用 教育委員会 図書館 情報環境の充実
フリーWi-Fi環境の提供
インターネット端末の設置
端末による蔵書検索・予約等

フリーWi-Fi環境の提供
インターネット端末の設置
端末による蔵書検索・予約等

市民に信頼される行
政サービスの提供

効果的・効率的な行
政経営の推進

計画的な行
政経営の推
進

事務事業の
見直し

行政運営の
効率化の推
進



様式１－４　行財政改革大綱に基づく行動計画 【教育委員会】
番号 基本方針 取組項目 実施項目 部局 所管課 R3取組内容 R3上半期 R3下半期

15
学校給食費
の公会計化

教育委員会
学校給食セン
ター

関係部門との連携構築
システム導入の検討
初期費用の把握

関係部門との連携構築
システム導入の検討
初期費用の把握

システム導入の検討
初期費用の予算要求

16 教育委員会 全課
　繁忙期においては、課内で協力しな
がら事務の分担を行い、時間外勤務の
改善を図ります。

　係長会や係会を行い、各担当が取り
組んでいる業務の状況を共有します。

　係長会や係会を行い、各担当が取り
組んでいる業務の状況を共有します。

17 教育委員会 図書館 　無理のない勤務体制に努めます。
　職員の希望を基に勤務日程表を作
成し勤務状況の把握と管理を行いま
す。

　職員の希望を基に勤務日程表を作
成し勤務状況の把握と管理を行いま
す。

18
適正な財政
運営

第三セクター
の経営健全
化

教育委員会
スポーツ・文
化振興課

　（公財）文化振興事業団の健全な事
業運営を支援します。

・運営委員会の開催（毎月１回）

・運営委員会の開催（毎月１回）
・施設整備の実施（文化交流セン
ター：雨漏り修繕、トップライト雨漏り修
繕、舞台照明施設修繕、屋外壁掛照
明器具修繕、ドアサッシ補修

19 教育委員会 教育総務課

　奨学金の定期的な催告、訪問等によ
り、滞納者の状況把握と、納付指導を
行います。

納入状況の確認、催告 納入状況の確認、催告

20 教育委員会 生涯学習課
　放課後子ども教室利用料の納入が遅
れている場合には、今後も電話や文書
にて催告を行っていきます。

納入状況の確認、催告 納入状況の確認、催告

21
広告掲載事
業の拡充

教育委員会 図書館
雑誌スポンサー制度の実施に向けた
実施要綱等整備

他自治体等実施状況および要綱等調
査

本市実施要綱整備

効果的・効率的な行
政経営の推進

行政運営の
効率化の推

進

職員の働き方
改革

未来につなげる財政
運営

自主財源の
確保

債権管理の
推進


